· 高原町貯水槽設備設置要綱
平成２７年　５月　１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上下水道課
（目的）
第１条　配水管から水道水を貯留して給水する貯水槽式給水は、受水槽以降の設備（以下「貯水槽水道」という。）が水道法（昭和３２年６月１５日法第１７７号。以下法という。）第３条第９項に規定する「給水装置」でないため、貯水槽水道の維持管理については、使用者又は所有者等の責任で実施されている。

しかしながら、貯水槽を通して使用される水も飲用に適したものであることが要求されることから貯水槽水道もその水質保全を図るため、必要な事項を町において定めるものである。

（適用範囲）

第２条　この基準は、簡易専用水道（法第３条第７項の規定に基づく貯水槽有効容量の合計が１０立方メートルをこえるもの）また、特定建築物（建築物における衛生的環境の確保に関する法律第２０号）及び貯水槽水道（法第１４条第２項第５号の規定に基づく受水槽有効容量の合計が１０立方メートル未満のもの）等、高原町水道の水を水源とした貯水槽給水方式により給水される施設に適用されるものとする。
（貯水槽水道の構造等）
第３条　貯水槽水道を設ける場合は、建築基準法で定める次の各号に掲げる事項に適合していなければならない。
（1） 建築物の内部、又は最下階の床下に設ける場合は、外部から貯水槽水道の天井、底及び周壁の保守点検を容易に行うことができるようにするため、槽の周囲は、０.６ｍ以上の空間を保つこと。
（2） 屋外に貯水槽水道を設ける場合で、貯水槽水道の底が地盤面下にあり、かつ当該貯水槽水道から汚染のおそれのある施設からの水面距離が５ｍ未満のときは、貯水槽水道の底、周壁を容易に保守点検できるように設けること。
（3） 貯水槽水道の天井上部には、飲料水を汚染するおそれのある設備や機器などを設けてはならない。
（4） 貯水槽水道は、鉄筋コンクリート製、鋼板製又は合成樹脂で漏水、汚染等のおそれのない構造とし、かつ水質に影響を与えない防水処理又は塗装をすること。
（5） マンホールは、出入りが容易な大きさ（直径０.６ｍ以上）とし、汚水等が流入しないよう周囲より一段高くし、貯水槽水道内部の保守点検を容易に行うため適切な構造の排水設備を設け、蓋は防水型の二重蓋で鎖錠を設けること。
（6） 貯水槽水道の外部より衛生上有害な物質の流入、浸透の危険を排除するため、貯水槽水道の天井、底、又は周壁は建築物の床版や外壁などと兼用しないこと。
（7） 貯水槽水道には、ほこり、その他の物が入らない構造のオーバーフロー管及び排気のための装置を有効に設けること（別途標準構造図を参照）。
（8） 給水管を貯水槽水道に接続する場合は、給水管の出口は落し込みとし、越流面よりその管径以上（最小５０㎜）の高さに設けること。
（9） 貯水槽水道内で飲料水を滞留し、停滞水が生ずることのないよう貯水槽水道の流入口と揚水口を対称的な位置に設ける。なお、貯水槽水道が大きい場合は有効な道流壁を設け、清掃時に断水しないような構造とすること。
（１０）貯水槽水道内で飲料水が滞留し、残留塩素が法令に定める値以下となる場合は、再塩素消毒のため塩素注入設備を設けること。
２　その他必要な事項は、建築基準法施行令の規程に基づく建築物に設ける飲料水の配管設備及び排水のための配管設備を安全上及び衛生上支障のない構造とするための基準及び日本水道協会の水道施設設計指針、解説による。
（高置槽の構造等）
第４条　高置槽を設ける場合は、次の各号に適合していなければならない。
(１) 高置槽の構造や材質は貯水槽水道に準ずるものとする。設置位置は給水器具が円滑に作動する水圧が得られるよう建築物最上階の給水栓などから上に５ｍ以上の位置を槽の低水位とすること。
(２) 高置槽の清掃を迅速、かつ容易に行うため排水管は高置槽の最低部に設けること。
２　その他必要な事項は建築基準法施行令の基準による。
（貯水槽水道への給水）
第５条　貯水槽水道への給水には，水撃作用（ウォーターハンマー）等を防止するため、給水管の口径が２５㎜以上の場合は副弁式を使用するものとし、貯水槽水道内に波よけ等の措置を講じなければならない。また、ボールタップの取付け位置は点検修理に容易な場所を選定しなければならない。
２　地階の貯水槽水道に給水する場合は、地階水没等による給水管の汚染防止のため、貯水槽水道に近接した給水管に逆止弁を設置しなければならない。
（貯水槽水道の容量）
第６条　貯水槽水道の有効容量は，１日の使用量の２分の１を高置槽にあっては１時間分から２時間分を標準とする。
２　貯水槽水道は、飲料用と消火用とを別個に設置するものとする。ただし、やむを得ず同一槽を利用する場合は、水が滞留しないようにするものとし、その大きさは１日使用水量の容量を限度とする。
３　貯水槽水道の容量決定は別表第１～第４を参考とする。
４　別表によりがたいときは、参考とした資料を添付すること。
（貯水槽水道の洗浄）
第７条　貯水槽水道の使用開始前には、十分な清掃と洗浄を行わなければならない。
２　鉄筋コンクリート製の貯水槽水道は、塩素含有水によりアルカリ分を溶出させてから使用を開始しなければならない。
（貯水槽水道への配管）

第８条　貯水槽水道の配管の材料・構造は、施設基準によらなければならない。ただし、消火設備配管は除く。
２　貯水槽水道以下の装置には、水道水以外の水系の管と直結させてはならない。
（量水器の設置）
第９条　貯水槽水道以下に量水器を取付ける場合の設置場所は、取替え作業等のしやすい場所とし、漏水などによって他に被害を及ぼすおそれのない所としなければならない。また、遠隔指示式メーター表示器の設置場所は、一階に集中させるなど検針作業のしやすい場所とする。
（補則）
第９条　貯水槽水道の設置が特別の理由によりこの基準により難いときは、その都度、指示を受けるか又は高原町が定める「給水工事等施行ガイドライン」を参考として適切な措置を講じる。
別表第１　建物別単位給水量・使用時間
	業態別
	※①１人１日
平均使用量
(㍑)
	※②　注　記
(㍑／人)
	使用時間
	備　　　　考

	住　　宅
	２７０
	戸建て住宅　　200～400
独　身　寮　　　400～600
	１０
	

	公官庁
事務所
	８０
	60～100
男子50・女子100
	９
	社員食堂・テナントは別途加算

	アパート
	２００
	集合住宅　200～350
	１５
	

	工場
	８０
	60～100
男子50・女子100
	操業時間＋１
	社員食堂・シャワーは別途加算

	寺院・教会
	１０
	参会者１人当り
	２
	常住者・常勤者は別途加算

	小・中・高
学 校
	６０
	50～80
生徒＋職員１人当り
	
	プール用水は別途加算

	図書館
	２５
	閲覧者１人当り
	６
	

	喫茶店
飲食店
社員食堂
	３０
１００

４０
	20～ 30　その他別途加算
55～130　その他別途加算
20～ 50 その他別途加算
	１０
	厨房で使用される水量のみ
軽・そば・和・洋・中で増加


※①　一人一日平均使用量は高原町が独自に決定した値であり年間平均給水量ではない。
※②　注記は，設計対象給水量であり年間平均給水量ではない。（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ資料参考値）
別表第２　平均使用水量
	業　　　　態
	使用水量
	備　　　　考

	総合病院
	1500～3500 ㍑／床
	設備内容によって詳細に検討

	ホテル全体
ホテル客室部
	500～6000 ㍑／床
350～ 450 ㍑／床
	　　　〃
客室部のみ

	喫茶店
	55～ 130 ㍑／店舗ｍ2
	店舗ｍ2 には厨房ｍ2 を含む

	飲食店
	110～ 530 ㍑／店舗ｍ2
	店舗ｍ2 には厨房ｍ2 を含む

	デパート
	15～ 30 ㍑／ｍ2
	延べ面積当り

	劇　　場
	25～ 40 ㍑／ｍ2
	延べ面積当り

	病院
	30～ 60 ㍑／ｍ2
	設備内容によって詳細に検討

	社員食堂
	80～ 140 ㍑／食堂ｍ2
	食堂ｍ2 には厨房ｍ2 を含む


別表第３　集合住宅の給水人口
	規　　　　模
	人数
	備　　　　考

	１R
１Ｋ、１ＤＫ
	１．０人
	１R（ワンルーム）：一つのフロアー内にキッチンが備わっている間取り。仕切りはない。
１K（ワンケー）　：居室とキッチンが仕切られており、なおかつキッチンの広さが4.5畳以下。
１DK(ワンディーケー)：部屋が１つとダイニングキッチン（食堂・台所）がある間取り。

	２Ｋ
１ＬＤＫ
	２．０人
	２K（にーケー）：居室2部屋＋台所です。調理スペースのみで、食事スペースはない。

１LDK（ワンエルディーケー）：部屋が１つとリビング・ダイニング・キッチン（居間・食堂・台所）がある間取り。一般的には８畳以上。

	２ＤＫ
２ＬＤＫ
	２．５人
	２DK（にーディーケー）：２＝リビング・トイレ・バスを抜いた部屋数、ＤＫ＝ダイニングキッチン（居間・食堂・台所）で（８畳未満）

２LDK（にーエルディーケー）：部屋数は２DKと同じで、ＬＤＫ＝リビングダイニングキッチン
（居間・食堂・台所）で（８畳超）

	３Ｋ
	３．０人
	３K（さんケー）：３部屋分の居室と台所の組み合わせしたもの。

	３ＤＫ
３ＬＤＫ
	３．５人
	３DK（さんディーケー）：３つの部屋にダイニングキッチン（８畳未満）
３LDK（さんエルディーケー）：３つの部屋にリビングダイニングキッチン（８畳超）

	４ＤＫ
４ＬＤＫ以上
	４．０人
	４DK（よんディーケー）：４つの部屋にダイニングキッチン（８畳未満）

４LDK（よんエルディーケー）：４つの部屋にリビングダイニングキッチン（８畳超）


　注）お風呂、トイレは標準仕様。
別表第４　越流管口径
	給水管口径（㎜）
	越流管口径（㎜）
	備　　　　　　　　　考

	φ１３
	φ２０
	（注１）　越流管（オーバーフロー管）口径は給水管口径の約５０％増とする。

（注２）　越流管は越流面を管底とする。すなわち、ボールタップ全閉状態（最高水位）より給水管口径分上げた位置とし、これが満水警報水位である。

（注３）　流入口径と配水口径は，十分検討し適切な口径を選択する。

（注４）　使用給水管口径はφ１００までとする。

	φ２０
	φ２５
	

	φ２５
	φ４０
	

	φ３０
	φ４０
	

	φ４０
	φ５０
	

	φ５０
	φ７５
	

	φ７５
	φ１００
	

	φ１００
	φ１５０
	

	φ１００以上
	対応不可
	


別表第５ 貯水槽水道有効容量に対する給水管口径標準早見表
	有効容量
	口径（注１）
	満水時間（注２）
	備　　　　　　　　　考

	５ｍ３まで
	φ１３
	５ｈ
	φ１３～φ５０ｍｍは、東京都実験公式流量線図（TW実験公式）を使用。

	
	φ２０
	３ｈ
	

	
	φ２５
	３ｈ
	

	８ｍ３まで
	φ３０
	３ｈ
	

	１２ｍ３まで
	φ４０
	３ｈ
	

	２５ｍ３まで
	φ５０
	３ｈ
	

	５０ｍ３まで
	φ７５
	３ｈ
	φ７５ｍｍ以上はヘーゼン・ウィリアム公式を採用（Ｃ＝１２０）

	 １５０ｍ３まで
	φ１００
	３ｈ
	

	 １５０ｍ３以上
	別途協議
	


（注１）　給水口径φ３０以上又は給水区域の本管口径によっては夜間給水となる場合がある。
（注２）　満水時間は、あくまでも目安であり参考程度。
